
別
表
第
一
\
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

\
地
域
差
の
係
数
（
第
一
条
第
一
号
関
係
）

区
分

係
数

区
分

係
数

１
級
地
の
１

0•
1
0
5
５
級
地
の
１

0•
0
9
6

２
級
地
の
１

0•
1
0
3
５
級
地
の
２

0•
0
9
6

２
級
地
の
２

0•
1
0
3
５
級
地
の
３

0•
0
9
6

２
級
地
の
３

0•
1
0
3
５
級
地
の
４

0•
0
9
6

３
級
地
の
１

0•
1
0
1
６
級
地
の
１

0•
0
9
4

３
級
地
の
２

0•
1
0
1
６
級
地
の
２

0•
0
9
4

３
級
地
の
３

0•
1
0
1
６
級
地
の
３

0•
0
9
4

３
級
地
の
４

0•
1
0
1
無
級
地
の
１

0•
0
9
2

別
表
第
一
]
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

]
地
域
差
の
係
数
（
第
一
条
第
二
号
関
係
）

区
分

係
数

区
分

係
数

Ｉ
の
地
域
1
0種
地

0•
0
3
8

Ó
の
地
域
1
0種
地

0•
0
2
2

Ｉ
の
地
域
９
種
地

0•
0
3
8

Ó
の
地
域
９
種
地

0•
0
2
2

Ｉ
の
地
域
８
種
地

0•
0
3
5

Ó
の
地
域
８
種
地

0•
0
2
2

Ｉ
の
地
域
７
種
地

0•
0
2
8

Ó
の
地
域
７
種
地

0•
0
1
9

Ｉ
の
地
域
６
種
地

0•
0
1
5

Ó
の
地
域
６
種
地

0•
0
1
4

Ｉ
の
地
域
５
種
地

0•
0
1
0

Ó
の
地
域
５
種
地

0•
0
1
0

Ｉ
の
地
域
４
種
地

0•
0
0
0

Ó
の
地
域
４
種
地

0•
0
0
0

Ｉ
の
地
域
３
種
地

0•
0
0
0

Ó
の
地
域
３
種
地

0•
0
0
0

Ｉ
の
地
域
２
種
地

0•
0
0
0

Ó
の
地
域
２
種
地

0•
0
0
0

Ｉ
の
地
域
１
種
地

0•
0
0
0

Ó
の
地
域
１
種
地

0•
0
0
0

備
考
区
分
欄
の
区
分
は
、
普
通
交
付
税
に
関
す
る
省
令
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
の
地
域
区
分
に
よ
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
平
成
二
十
三
年
度
分
の
事
務
費
交
付
金
か
ら
適
用
す
る
。

４
級
地
の
１

0•
0
9
9
無
級
地
の
０

0•
0
9
2

４
級
地
の
２

0•
0
9
9

４
級
地
の
３

0•
0
9
9

４
級
地
の
４

0•
0
9
9

備
考
区
分
欄
の
区
分
は
、
普
通
交
付
税
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
3
7年
自
治
省
令
第
1
7号
）
の
規
定
に
よ
る
市
町
村

の
地
域
区
分
に
よ
る
。

平成™›年š月š—日 金曜日 (号外第�š号)官 報
〇
厚
生
労
働
省
令
第
六
十
号

雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政

令
（
平
成
二
十
一
年
政
令
第
二
百
九
十
六
号
）
第
五
十
七
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
雇
用
保
険
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を

次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
に
関
す
る
省

令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
に
関
す
る
省
令

（
平
成
二
十
一
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
六
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
一
条
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
中
「
十
万
四
千
五
百
三
十
円
」
を
「
十
万
四
千
二
百
九
十
円
」
に
改
め
、
同
号

ロ
及
び
ハ
中
「
五
万
六
千
七
百
二
十
円
」
を
「
五
万
六
千
六
百
円
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
十
万
四
千
五
百
三
十

円
」
を
「
十
万
四
千
二
百
九
十
円
」
に
、「
五
万
二
千
二
百
七
十
円
」
を
「
五
万
二
千
百
五
十
円
」
に
、「
五
万
六
千
七
百

二
十
円
」
を
「
五
万
六
千
六
百
円
」
に
、「
二
万
八
千
三
百
六
十
円
」
を
「
二
万
八
千
三
百
円
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省

関
係
省
令
の
整
備
に
関
す
る
省
令
附
則
第
一
条
の
二
第
一
項
第
一
号
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
以
後
に
受
け
た
介
護
に
係
る
介
護
料
の
額
の
算
定
に
つ
い
て

適
用
し
、
同
日
前
に
受
け
た
介
護
に
係
る
介
護
料
の
額
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
六
十
一
号

国
民
年
金
法
に
基
づ
き
市
町
村
に
交
付
す
る
事
務
費
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
百
二
十
二
号
）
第
二

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
民
年
金
の
事
務
費
交
付
金
の
算
定
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

国
民
年
金
の
事
務
費
交
付
金
の
算
定
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
民
年
金
の
事
務
費
交
付
金
の
算
定
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
四
十
七
年
厚
生
省
令
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
号
中
「
二
百
二
十
八
万
千
円
」
を
「
二
百
三
十
万
円
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中「
百
八
万
七
千
円
」

を
「
百
八
万
六
千
円
」
に
改
め
る
。

〇
経
済
産
業
省
令
第
二
十
四
号

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
平

成
二
十
三
年
法
律
第
百
五
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
関
係
政
令
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
関
係
法
律
を
実
施
す

る
た
め
、
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法

律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
経
済
産
業
省
関
係
省
令
の
整
備
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日

経
済
産
業
大
臣

枝
野

幸
男

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

の
一
部
の
施
行
に
伴
う
経
済
産
業
省
関
係
省
令
の
整
備
に
関
す
る
省
令

（
電
気
用
品
安
全
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

電
気
用
品
安
全
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
七
年
通
商
産
業
省
令
第
八
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
四
十
六
条
の
前
の
見
出
し
中
「
都
道
府
県
知
事
」
の
下
に
「
又
は
市
長
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え

る
。

２

市
長
は
、
法
第
四
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
の
徴
収
を
行
つ
た
と
き
は
、
令
第
五
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
、
遅
滞
な
く
、
様
式
第
十
九
に
よ
る
報
告
書
を
、
当
該
報
告
の
徴
収
に
係
る
事
務
所
、
事
業
場
、
店
舗
又

は
倉
庫
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
経
済
産
業
局
長
を
経
由
し
て
経
済
産
業
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
市
長
は
、
当
該
報
告
書
を
当
該
市
を
包
括
す
る
都
道
府
県
の
知
事
に
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
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